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【研究題目】 

ヒト型インフルエンザウイルスを目視検出可能なシアロ糖鎖微粒子の合成 

 

1. 研究報告 

【背景と目的】 

多くの病原性ウイルスは、宿主へ感染する際、細胞表面上の糖鎖を特異的に認

識して細胞内に侵入することが知られている。本研究助成では、インフルエンザ

の発症に関与するインフルエンザウイルス（IFV）を標的とし、この IFV感染機

構を逆手にとった IFV 検出システムの開発を目指す。具体的には、IFV 表面の

ヘマグルチニンに対して高い結合親和性と特異性を有する IFV 結合性粒子の合

成を行う。本プロジェクトで開発を進める IFV 結合性粒子は、学術的価値のみ

ならず各シーズンにおけるワクチン選定や発展途上国等の公衆衛生にも貢献で

きるものと期待している。 

 

【結果】 

 ヒト型インフルエンザウイルス表面に存在し、宿主細胞への接着や感染に関

与するヘマグルチニンと構造特異的に結合可能な Neu5Acα2,6Gal 構造を含むシ

アロ糖鎖配糖体を様々な粒子表面へ固定化することで新規糖粒子の合成を試み

た。キャリアとなる粒子担体には疎水性シリカ微粒子やポリメタクリル酸メチ

ル粒子、天然高分子から成形されたナノ粒子等を利用した。全ての糖粒子に共通

する分子設計として、シアロ糖鎖配糖体を粒子表面に多価に集積化する工夫を

施した。これにより、本来微弱なシアロ糖鎖とヒト型インフルエンザウイルスヘ

マグルチニン間の結合親和力を、糖鎖クラスター効果によって補うことに成功

した。結果として、今回作製した糖粒子全てにおいて、ヒト型インフルエンザウ

イルスヘマグルチニンと類似の糖認識特性を示すシアル酸結合性レクチン（SSA

レクチン）との構造特異的かつ強力な結合親和性が確認された。今後は、実際の

ヒト型インフルエンザウイルスを使用した結合試験を行うと共に、それぞれの

粒子の特性を活かした応用開発を行っていきたいと考えている。 

 

2. 研究成果 

以下の研究成果の一部は、本研究助成によって行われたものである。 
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